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日本体育大学桜華中学校 名古屋市立長良中学校
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 22 0 11 0 4 4 * (C) 2 0 1 0 2

5 * 5 0 1 3 2 5 * 8 1 2 1 2

6 - - - - - - - 6 * 2 0 1 0 4

7 * 20 2 5 4 1 7 * 22 0 9 4 4

8 0 0 0 0 2 8 - - - - - - -

9 * 2 0 1 0 1 9 * 11 2 2 1 3

10 - - - - - - - 10 - - - - - - -

11 - - - - - - - 11 - - - - - - -

12 * 5 0 2 1 2 12 - - - - - - -

13 - - - - - - - 13 - - - - - - -

14 - - - - - - - 14 - - - - - - -

15 - - - - - - - 15 13 0 6 1 1

16 - - - - - - - 16 - - - - - - -

17 - - - - - - - 17 - - - - - - -

18 2 0 1 0 0 18 - - - - - - -

56 2 21 8 12 0 0 58 3 21 7 16 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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古田　桃海

川嶋　桃果

決勝トーナメント一回戦、日体桜華対長良の対戦。両チームともオールコートマンツーでスタート。立ち上がり両チームと
もリバウンド、ルーズボールの強さを発揮し、一進一退が続く。開始４分長良＃４に代わり＃１５を投入し、身長を生かし
たリバウンドからのシュートを決める。桜華＃９も激しいディフェンスで長良＃１５を抑え、１Q１６－１７で長良１点リード。２
Q、開始早々、桜華は激しいディフェンスからスタートし、長良＃７がインサイドプレーを決めるものの、その後５分間得点
がなく我慢の時間帯が続く。対して、桜華は＃７が相手のミスからの速攻や＃４のジャンプシュートを確実に決め、一気に
逆転する。長良のタイムアウト後、＃７のリバウンドからのシュートが立て続けに決まり、追い上げを見せて２５－２５の同
点で前半を折り返す。

３Q、ディフェンスの激しさが増し、両チームターンノーバーが続く。その中で長良＃５の３P、＃７の速攻など得点を重ね
ていき、９点差をつける。しかし、桜華はタイムアウト後、＃４のドライブインやジャンプシュート、＃７のバスケットカウント
で流れが一変し、追い上げを見せた。３Qは４１－４５で長良リード。４Q、長良＃１５のリバウンドからのシュートが決まる
も、桜華も＃５のジャンプシュートや＃４の１対１で反撃を仕掛ける。残り１分、桜華の＃７の３Pが決まり、５４－５４の同
点となる。最後は、長良＃９のドライブインからのシュートが決まり、接戦の末、５６－５８で長良が勝利を収めた。長良の
底力が勝ったゲームだったが、果敢に戦った桜華の粘りも称賛したい。

村松　由梨

熊谷　のどか

安藤　正

福王　伶奈世森　びわ

新井　悠乃

𡧃津木　里緒

選　手　氏　名

第２副審

第１副審

荒谷　羽音

鈴本　晴菜

選　手　氏　名

会場： ソルトアリーナ防府10:50

コーチコーチ 山本　貴美子

江坂　綾莉

北村　野花

横山　すずか

辻　りお

川邉　衣桜里

田中　愛聖

髙木　実秋

山田　英真

平成３０年度全国中学校体育大会
第４８回全国中学校バスケットボール大会

日本体育大学桜華中学校 名古屋市立長良中学校

舩木　泉

小林　杏実

梅村　成理

高橋　実由

原田　彩花

内田　百乃

合計

戦　　評

中野　未莉

記載者 中尾　葵 （所属） 山口県中体連バスケットボール専門部

合計

●柳田　雅人

濱本　淳子

萩原　あり紗

寺島　慶子

56 58

2018年8月24日(金)

決勝トーナメント女子

(愛知県)○(東京都)

No. ２４ＨＡ２

長谷川　姫璃

主審

日時：

谷川　莉理

酒井　理乃
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